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令和３年度 第１回部長会議 会議記録（要旨） 
 

 開催日時：令和３年４月２日（金）  14時00分から15時20分まで 

 開催場所：Ａ301・302会議室 

出 席 者：佐藤市長、髙田副市長、代田教育長、櫻井総務部長、塚平総合政策部長、細田リニア推進部長、 

塚平市民協働環境部長、高山健康福祉部長、串原産業経済部長、星野産業経済部参事、米山建設部長、

毛利建設部参事、土屋上下水道局長、宮内市立病院事務局長、原田市長公室長、田中危機管理室長、

北原会計管理者、和泉議会事務局長、松下教育委員会参与、南信州広域連合吉川事務局長、有賀消防長、

佐々木財政課長、林企画課長 

 

 会議内容  １ 理事者あいさつ 
  ＜市長＞ 

令和３年度がはじまり、新体制となって初回の部長会となる。よろしくお願いしたい。年度初め市長訓示

でも、管理職の皆さんには、職員が心身ともに健康で働ける環境づくりをお願いしたところである。部長会

にあたり３点申し上げる。 

職員がチャレンジできるには、セーフティーネットが張られている前提が必要である。「のりしろ」を出し

合い、チャレンジする環境として、サポートできる体制、信頼関係を築いてほしい。 

部長会ではぜひ闊達に意見を交わしてもらいたい。各部局から複数の視点で確認し、積極的に参加いただ

きたい。 

市長室及び副市長室には、気軽に出入りし、迅速に情報共有をしてもらいたい。  
＜副市長＞ 
部長会議でしっかりと情報を共有し、議論することが大切である。令和３年度の予算編成を経て、早期に

方向性を決定すべき案件が複数ある。庁内調整会議を持ち、その結果を部長会議に付し、市民に示せるよう

進めていく。 

 

＜教育長＞ 
本日２日、オリンピック聖火リレーが開催された。教育委員会でセレモニーをどうするかを議論した結果、

各学校から19名の児童生徒が出席することができた。児童生徒には貴重な機会となった。対応してくださっ

たボランティア、職員の皆さんに感謝申し上げる。 

令和２年度の学校評価で「学校が楽しかった」と回答した割合が、昨年度よりも高い学校が複数みられた。

子どもたちのたくましさはもちろんのこと、新型コロナウイルス感染症流行という制約がある中で、子ども

たち主役の行事をひとつひとつ積み重ねた結果と考えている。 

   ２ 報告事項 
（１）公用車の事故防止対策及び飲酒運転の根絶について（総務部） 
◇趣 旨：令和２年度に発生した公用車の交通事故の状況を部長会議で報告し、交通事故の防止に取り組む。 

◇論点・課題 

・令和２年度の公用車事故件数は、過去５年間で最も多い 31件、うち損害賠償事故が９件であった。 

・全庁的に事故ゼロチャレンジを掲げ、安全運転宣言書の掲示等を実施してきたが、一層の事故防止対策

を要する。過去の事故の状況を振り返り、各部局において全職員に周知し、注意喚起すること。 

・職員による飲酒運転事案は、懲戒処分の適用を厳格化している。飲酒運転根絶を継続、徹底すること。 

◇主な意見等 
   （教育委員会参与）新規採用や人事異動のある年度初めを機会に、職員一人ひとりが公用車の事故防止と

飲酒運転の根絶を意識し、行動するよう集中的に取組む。実効性ある防止対策を各部局が主体的に考え、

実践すること。 

 

（２）令和３年度飯田市予算執行方針について（総務部） 
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◇趣 旨：令和３年度予算執行方針を部長会議で共有し、適正な予算執行に努めること。 

◇論点・課題 

・ＷＥＢ会議システムの活用に伴う旅費の減少など、新型コロナウイルス感染症流行への対応により削減

できた経費は、安易に従前に戻ることのないようにすること。 

◇主な意見等 
（総合政策部長）出張は極力控える。一方で、人事異動などがあり先方と直接対面していない場合もある。

業務を円滑に遂行する観点から、臨機応変に判断すること。 

 

（３）組織目標と進行管理について（総合政策部） 
◇趣 旨：いいだ未来デザイン 2028の組織目標の構成及び進行管理を部長会議で共有し、実施する。 

◇論点・課題 

・いいだ未来デザイン2028中期計画の概要版は全戸配布を行う。 

・令和２年度及び前期４年間の行政評価を行い、令和３年度の状況を踏まえた下半期の取組みや令和４年

度の戦略計画策定を実施する。 

 

（４）庁議等における事務の進め方について（総合政策部） 
◇趣 旨：庁議付議手順や各種計画の策定等について留意事項を確認するもの。 

◇論点・課題 

・各部課で課題や相談案件が生じた場合には、政策会議・政策協議を活用する。特に緊急性の高い案件は

理事者と早急に情報を共有し、対応に遅れが生じないようにすること。 

・パブリックコメント等市民の意見を広く聴取する手順について、年度当初を機に今一度確認されたい。 

・議会のペーパーレス化について、第２回定例会から本格的に移行するため対応に留意すること。 

 

  ４ 閉 会 


